
令和6年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用し
た。２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用し
た。
１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きか
けた。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：授業改善に取り組んだと全教員が回答

３：授業改善に取り組んだと９０％以上が回答

２：授業改善に取り組んだと８０％以上が回答

１：授業改善に取り組んだと７０％未満が回答

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。
４：毎日子どもを認め励ます言葉がけをしたと全教員が
回答
３：毎日子どもを認め励ます言葉がけをしたと８０％の教
員が回答
２：毎日子どもを認め励ます言葉がけをしたと６０％の教
員が回答
１：毎日子どもを認め励ます言葉がけをしたと５０％の教
員が回答
４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。⇒毎日更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

これまでの取り組み　今後の改善策
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・算数科は少人数算数指導
により、２学期は、全学年、
２クラスは４展開、３クラスは
５展開で実施することができ
た。一人一人の理解力に合
わせた指導が展開できた。
タブレットの活用に積極的に
取り組んだことにより、大田
区の学力効果測定や校内
の学習評価の結果は概ね
平均以上で良好であり、8割
から9割以上の到達児童数
は8割以上いた。7割以上の
基準に下げると9割以上の
到達をしている。

１：７
５％未
満

Ａ

3

４：９
０％以
上

・新設教科「おおたの未来づ
くり」の研究実践校として、
研究に取り組み、その成果
を研究実践発表会で報告す
ることができた。学校全体で
タブレット端末の活用をした
り、外部企業との連携をした
りすることを通して児童の表
現力・発信力の向上につな
げることができた。
・学校としてＦＬＬ東京大会に
5チーム３０名が出場した。
東京予選を突破し全国大会
に出場することができた。

Ｃ

Ｄ

学校公開などの保護
者・地域対象アンケー
ト項目１「子どもたち
一人ひとりの学習や
活動は充実している」
と、項目３「教職員は
一人ひとりに応じた指
導をすすめている」の
数値をならして肯定的
な評価をしている割合
が

6
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～８
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〇
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０％
〇

２：８０
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５％

１：８
０％未
満
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Ｃ

開校148年目を迎えるという大田区でも屈指の伝統校である。コロナ禍以前はPTA校外班清掃活動、大森銀座商店街での吹奏楽演奏、盆踊り大会での花笠踊り披露、近隣商店街夏祭りでの児童絵画の提供など地域での行事や
活動が定着しており、大森北の町の学校として多くの人が応援をしてくれていた。しかし、コロナ禍にあっても何かできることをしようと今も保護者・地域は学校に協力的で温かく見守ってくれた３年間であった。今年度はコロナ禍以
前と同様の地域とのふれあい活動が推進され、地域の中の学校として、新しい大田区の教科「おおたの未来づくり」を通して、創造的な資質・能力の育成へとつなげていくことが大きな課題である。また、通常学級以外にも特別支
援学級（知的固定３　きこえ１　ことば２学級）と４つの教育課程をもつ学校でもあることから、インクルーシブ教育の推進も大きなテーマである。児童数は514名でも、教職員等指導関係スタッフは約70名ほどおり、区内でも個に応じ
た指導が充実した学校であることも特徴である。2025年の複合施設完成まで、校舎等全面改築を行っており、令和5年度も教育環境に制限が多い。

３：９０
～８
０％
〇

２：８０
～７
０％

１：７
０％未
満

学校公開などの保護
者・地域対象アンケー
ト項目４「教職員は保
護者との連携を進め
ている」と項目５「学校
はすすんで情報を発
信している」の数値を
ならして肯定的な評価

をしている割合が
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０％以
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大項目

B

取組内容

子ども一人ひと
りの正義感や自
己肯定感、自己
有用感などを高
めるとともに、自
他の生命を尊重
する心を育成す
るなど、未来へ
の希望に満ちた
豊かな心をはぐ
くみます。

Ｄ

0

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の変容
等の具体的な資料を作成して、評価に必要な学校
の情報を適切に提供し、適正な評価を受けるよう
努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本情
報、児童・生徒の活動情報等をホームページ等で
公開及び更新することにより、積極的に情報を発
信する。
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学
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と
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て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地域
が担う役割など
を明確にし、地
域に開かれた教
育の実現を目指
します。また、相
互の連携を深
め、子どもを育て
る仕組みを作り
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

新たな施設が複合化されることを見通し、新たな
地域拠点としての学校の在り方を関係機関と連携
しながら継続して検討していく。

目標に対する成果指標

小中一貫による教育の視点に立った生活指導の
充実により、社会のルールや学校のきまりなどを
守ろうとする意識を高める。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任教
諭が助言・支援を行う校内研修等を実施しOJTを
充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善に
生かす。

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果よ
りストレス症状のみられる児童・生徒に対して組織
的に対応する。

3

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力を
生かした特色ある教育活動を実践する。

9

校内委員会等を確実に実施し、学校における特別
支援教育を推進する。

7

4

学校公開などの保護
者・地域対象アンケー
ト項目２「教職員は子
どもたちにわかりやす
い指導を心がけてい
るで肯定的な評価を

している割合が

体育科の指導を複数
体制（中・高学年）で
行うことに対して、児
童の体力向上や指導
の工夫につながった
と回答する教員の割
合が

Ａ

4

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

高学年を中心に外国語、社会、理科、体育、家庭
科等で教科担任制を実施し、授業を改善させ、児
童が授業が楽しい、よく分かる、自信がついた等
学ぶ意欲を向上させる。

児童・生徒が安
全・安心に学校
生活を送るため
に、教員の指導
力向上と良質な
教育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自身
の授業改善に生かす。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都及
び区の資料を活用した授業等を行う等道徳指導
充実のための取組を行う。

4

3

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

目標 取組指標

２：７５
～８
０％

教科担任制を通じて、
授業改善に率先して
取り組めたと回答する
教員の割合が

4

２：８０
～８
５％

教科指導の質の
向上を図り、児
童・生徒一人ひ
とりの学ぶ意欲
を高め、確かな
学力を定着させ
ます。

スポーツに親し
む心の育成や、
運動習慣の定着
による体力の向
上など、生涯に
わたって健康増
進を図る意識の
向上をめざしま
す。

１：７
０％未
満

4

3

４：９
０％以
上
〇

２：７５
～８
０％

１：７
５％未
満

給食指導及び教科等における指導を通して、食生
活の充実・改善をねらいとした「食育」を推進する。

教員の月当たりの時間外在校時間が４５時間を超
える現状を改善できるよう一人一人の意識改革と
職務分担の在り方を一年かけて見直す。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機会を
通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひとり
の学習のつまずきや学習方法について、指導す
る。

学習指導講師等による算数・数学・英語の補習を
実施する。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通して、
児童・生徒や保護者に対し、望ましい生活習慣に
ついての意識啓発を行う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未然
防止、早期発見等のための取組を実施する。

児童一人一人の自尊感情の傾向をSCによる観察
や個別のヒアリング（面談）等を通じて把握し、低
下している児童への適切なアプローチを組織的に
行う。

4

3

算数・数学到達度をステップ学習チェックシートで
児童・生徒、保護者に知らせる。

・教科担任制により一人
一人に寄り添った学習が
できている。
・教科担任制は今の子ど
もには合っているが指導
力を上げていくことは引
き続き課題である。
・教科担任制がうまく機
能している。
・先生方の負担を少しで
も軽減し授業改善に取り
組める時間を作る体制が
できている。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

教科担任制及び体育科の複数指導者による指導
体制の強化等の取組を推進し、体育科の指導の
質の向上と運動に親しむ子どもを育て、体力向上
を目指す。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生徒に
関するケース会議等を実施し「子供の居場所づく
りの充実」を行う。

3

3

3

3

3

・朝の運動活動はもとより、
大田区駅伝大会に向けての
取り組みを行った。駅伝大
会での練習では、校庭だけ
ではなく平和島公園まで走
る等、指導の工夫を行うこと
で、大会では２位という結果
を出した。狭小校庭であって
も、創意工夫を凝らした練習
を行えば大きな成果が出せ
ることは児童にとっても大き
な励みとなった。

B
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4

3

4

4

３：９０
～８
０％

２：８０
～７
０％

4

3

4

3

・子どもたち一人一人の学
習や活動は充実していると
肯定的な回答をしたのは
94％教職員は一人一人に
応じた指導をすすめている
と肯定的な回答をしたの
は、90％以上であり、どちら
も昨年度を上回っている。
・いじめの重大事案となって
いた件については、双方の
保護者と話し合いを重ね、
被害児童の保護者からの要
望もあり、隣のクラスで学習
する環境を整えた。そのよう
な対応により、当該児童は
元気に登校している。当時
の担任がいじめを認識でき
ていなかったことが要因に
なっていることから、いじめ
を早い段階でキャッチする
感度を磨くことが課題であ
る。

4

・情報発信はデータ化し
て、デジタル、アナログの
発信と両立させていた
が、いずれはデータの割
合を増やしたい。
・学校公開のアンケート
の重要性は保護者には
ほとんど理解されていな
いと思う。出口でアン
ケートを出すと特別なHP
を見られるパスワードを
もらえたりしたら楽しいか
もしれない。
・子どもと合同での防災
訓練が有効なのではな
いか。

・学校生活の様子について
は12月までに１４０日以上、
給食情報については実施日
はすべてＨＰに公開し、瞬時
に学校の様子を公開できる
ようにした。ＨＰをあまり見て
いない保護者もいることか
ら、動画等はタブレット端末
も活用し、学校の様子を発
信したい。また、お手紙の配
信についてもまなびポケット
を活用しペーパーレス化を
進めたい。
・学校公開アンケートについ
ては紙でもデータでも回答
できるようにしているが、回
収率が４割に満たない。保
護者の意見を学校経営に反
映させるためにも、回収率を
５割以上に上げる工夫を検
討していきたい。

4

・「教職員は子どもたちにわ
かりやすい指導を心掛けて
いる。」と肯定的に回答され
た割合は94.4％であった。
目標を95％以上としていた
が、目標値までもう一歩とい
う結果だった。ほとんどの教
員は熱意と責任感をもって
職務にあたり指導の改善の
努力を惜しみなく行なってい
る。そのため、一部指導者
の課題が浮き彫りになり、保
護者・児童からもその教職
員を受け入れることが難しく
なっている。児童や保護者
の相手意識に立って対応す
る能力の育成が課題であ
る。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画を作
成し、計画に基づいた体育指導や「一校一取組」
運動や「一学級一実践」運動を実践する。

3

・家庭の協力が必須であ
る。どのように保護者を
巻き込んでいくかが課題
である。
・いじめの早期発見を確
実に行ってほしい。
・子ども自身の思いを汲
む項目があっても良いの
ではないか。問題行動や
不登校の子どもに対して
は多角的な支援が望ま
れる。

・体を動かす広さがない
中でも工夫して運動がで
きたのが素晴らしい。
・駅伝大会が素晴らし
かった。日々の取組が大
切である。
・小学校での体力向上は
最も重要なことだと考え
る。

・仮設校舎でできることを最大
限進めていた。
・保護者との関わりの中で
は、感情が入る部分であり、
数字に必ずしも反映されない
こともあるのではないか。
・保護者が「子どもにとって分
かりやすい指導」ということを
どのように評価したのか。
・アンケート結果94.4％が肯定
的というのは大変評価でき
る。
・校舎等全面改築の中での教
職員の方々の努力は大変な
ものだと本当に頭が下がる思
い。

0

0

Ｄ

1

・研究実践の成果が出て
いる。
・一人一人の興味・関心
に合わせたカリキュラム
をもっと進めたい。
・新設教科の取組を通し
てより子どもの意欲や発
信力を高める工夫ができ
ている。

３：８
５％～
９０％
〇

B

7Ａ

4 4

Ｃ

Ｄ

学校関係者記入欄

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケーショ
ン能力、情報活
用能力、ともに
生きる力等、こ
れからの社会の
変化にしなやか
に対応する自主
性・自律性・協働
性を身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の
方々とのコミュニケーション能力の育成等を英語カ
フェ等との取り組みを充実させている。

3

    教科「おおたの未
来づくり」等地域に根
ざした教材を扱った授
業に対する子どもの
満足度が

４：９
０％以
上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ機器
やデジタル教科書を活用した授業を充実する。

教科「おおたの未来づくり」の研究を通して、児童
の創造的ない資質・能力を伸ばすとともに、自ら表
現、発信する能力の向上をめざす。

１：８
５％以
下


